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校正 0811校正もれ 困難 △ 1，2　整理衰，士気の高
揚
0812校正をまちがった 困難 × 1，　2，　4　　ミニクイック
0821検査もれ 困難 △ 王，2　整i哩衰，士気の高
揚
0822修正もれ 困難 × 1，3　士気の高揚
0823修正エラー 困難 X 1，　4　　　　　〃　　クイック
入力パン 091パンチミス やや困難 ○ 1，3　ミニクイック?
092ファンクションコードの打鍵も 〃 △ 1，3　　Pro．チェック
れ
093漢テレの機械エラー 〃 ○ 整備
Pro．チェック，クイック
094漢テレの切れが悪い 〃 ◎ 〃　　　　　　　　〃
原文よみ 101PITの粉失 容易（注 × 2　　　うけわたし表
こみ 意すれば
102PITよみこみの脱落 〃 △ オペ　　Pro．チ講ック
103 〃　　重複 〃 △ オペ　　　　〃





修正デー 三21エラーリストの粉失 困難 ○ 2　　　エラーリストのぺ
タの作成 一ジングうけわた
し表
122修正ミス 困難 △ 三，④　クイック
123修正もれ 困難 △ 1，④　士気の高揚
124藷番号の書きまちがい 困難 ○ 1　　　　　〃
修正デー 三25パンチミス やや困難 ○ 1，3　印字，校正
タのパン?
126ファンクションコードの打鍵も 〃 △ 1，　3　　　　　〃
れ
127漢テレの機械エラー 〃 ○ 整備　　　　　〃
128漢テレの切れが悪い 〃 ◎ 〃　　　　　　　　　　〃
修正 131修正データの粉失 困難 ○ 2，　3，　1
132修正データの璽複 困難 △ オペ，2　　Pro。チェック
133修正データの脱落 困難 △ オペ2，2　対策なし
ソート・ 161リールのかけまちがい 困難 △ オペ，2　∫OBランブック
マージ の充実士気の高揚
162マスター・テープの破損 容易 × オペ，2　コピー，前段階
のファイル保存




牒鯛翻 狂いの種類 躇羅窪雛原因 対策
校正（ミ
ニクイッ
ク）
検査（ミ
ニクイッ
ク）
エラー語
番号の書
き出し
校肥（原
文）
??
???
?????
パンチ
171
272
173
174
175
181
校正もれ
校正エラー
検査もれ
修正エラー
修正もれ
エラー語番号の書きまちがい
191パンチ・ミス
192」i幾械エラー一
201　季交正もれ
202季交正エラー一
211エラー語番号の取り出しミス
212　〃　書きまちがい
221パンチ・ミス
222機械エラー
困難
???
???? ?
やや困難
??
??
　11
やや困難
　11
o1，4，2　士気の高揚
?????
1，4
???
??
??????、??
???????
規則の整備，検討
会の開催
士気の高揚
　　　／1
印字・校正
士気の高揚
　　／f
印字・校正
　　　　　　　　　　　（i）かなり多い　○多い　△少しある　×ほとんどない
　　　　　　　　　　　原因の欄で○囲いの数字はそれが主要な原因であることを示す
　　　　　　　　　　　Pro．はプログラムの略。
　　　意義を確認し，調査全体のどの部分を担っているかを知ることが必要。
9．オペレータは入力データ・出力結果の内容を知っていなければならない。
h．作業者の教育
　このような検討のもとに，データ管理オペレート管理システムを含んだシス
テムが作られた。図1は現在おこなわれている調査システムの概要である。こ
のシステムの特徴は検査・校正・修正が処理後であること，同語論語の半捌作
業が入っていることである。機械処理は複数のプログラムによって動Y・てい
る。1その総数は73本である。
　牛2入力精報と各種の出力結累およびその分析計画
　どのような結果を出力するかは，何を入力するかによって決定される。今鳳
の調査は用語用字調査ということぽで示されるように，語彙表，漢字表の出カ
　　　　　　　　　　　　　　　　　一14一
　　／
：原文イメージ
検　査
対象の確定
単位分割
清　　　書
情報付加
検　　　査
パンチ
入　　　力
修正前
処　　理
KWIC
検　　査
図1　語魏調査システムフロー
　　　　　　　修正情報　　　修前
　　　　　　　　　Xs　！
　　　　　　　　　　修　正
　　　　　　　　　　　修正後
　清書イメージ
　検　　査
判7，　11処理
／
マスター
KWIC
　処理
語彙表
　処理
KWICM・W単位語彙表
X’Sb．
　運接表
　　処理
　達接褒
［コ鎌町回人手作業
一一@15　一
をメインにおき，その他各種の調査が行えるように設計した。
　その結果，入力データは次のように決った。
　　原文　　　　　ただし，膵注，図，表およびその注記等は入力しない。
　　単位切り情報W単位とM単位の二種類を採用。本報告鶴岡論文参照。
よみがな
代表形
半ijSiJ・bff幸心
助辞情報
ルビ情報
見出し語情報
出典情報
主に，結果を50音順に並べるために用いる。
異形同語をまとめるために用いる。’
同じ代表形を持つ異語（動詞の「ある」と連体詞の「あるi
　など）を分離するために用いる。
助辞であることを示す。
教科書原文にルビがついていることを示す。
タイトルに用いられた語であることを示す。
教科書名，A“　一一ジ情報，段落情報
このデータにより，次の表が出力される。例を17・18ページに示す。
麟儲：鷺／羨瓢巽茎翻群む）：蜘）］
　連接表
用例表（KWIC）
その他，以下の分析が計画されていた（73、12．19野村雅昭まとめによる）。
　教科書基本語彙の抽出
　教科別特徴語彙の抽鐵
　対象記述用語と方法記述用語の分析
　文章における語彙構造の分析
　述語文の構造の分析
　語構成の分析
　基礎概念語と応用概念語の分析
　語基概念表示性による量的把握
　説明文的特徴語基の抽出
　説明ヌ：的文末表現の抽出
これらの計画は，それ以後の人事移動，入力方式の変更等のために実現でぎ
　　　　　　　　　　　　　　一16一
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1
限
な
支
配
ないものもある。実現可能なものでも，そのためにいかに時間と費用をかける
かによるものもある。今後の課題である。当初，教科書システムはこれらが実
現できるように計画されたものである。
　同語異語の半弓については，報告61所収土屋論文に詳しいのでここでは述べ
ない。
5．　おわりに
　電子計算機を用いた調査は非入間的だと言われてきた。この種の調査を紹介
すると，いつもその処理スピード，その処理量に感心されても，処理の精度に
ついては，機械のすることだからと大目に晃てこられた。電子計算機を本当に
調査の道具として使うなら，それではいけない。処理のスピードや量をおとさ
ず精度を上げるにはどうすればよいか，機械の欠点を人間がいかにカバーする
か。人間と機械の調諏のとれたシステムとはどんなものか。そのようなことを
求めて，高校教科書の用語調査システムは設計されたのである。
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